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農
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の
分
析
 

本
稿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
政
策
研
究
叢
書
第
9
号
「
中
国
農
村
合
作
社
制
度
の
分

析
」（
平
成
２０
年
8
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 

          １
　
は
じ
め
に
 

 
中
国
で
、
中
国
合
作
運
動
の
創
始
者
と
さ

れ
る
薛
仙
舟
（
1
8
7
8
｜
1
9
2
7
年
）

が
中
国
最
初
の
信
用
合
作
組
織
と
さ
れ
て
い

る
上
海
国
民
合
作
儲
蓄
銀
行
を
設
立
し
た
の

は
1
9
1
9
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
中

国
華
洋
義
賑
救
災
総
会
（
以
下
「
華
洋
義
賑

会
」
と
略
称
。）
が
被
災
者
救
済
等
を
目
的

に
農
村
で
合
作
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
に
な

る
の
は
1
9
2
0
年
代
の
は
じ
め
の
こ
と
で

あ
る
。
 

こ
れ
以
来
、
中
国
農
村
に
お
い
て
は
、
時

代
に
か
か
わ
ら
ず
常
に
何
ら
か
の
農
村
合
作

社
が
存
在
し
て
お
り
、
中
国
の
農
村
合
作
社

制
度
は
す
で
に
80
年
以
上
の
歴
史
を
有
し
て

い
る
。
中
国
の
農
村
合
作
社
の
草
創
期
か
ら

現
在
ま
で
の
変
遷
を
時
期
区
分
ご
と
に
整
理

す
れ
ば
第
1
図
の
よ
う
に
な
る
。
 

そ
れ
で
は
、
80
年
以
上
に
及
ぶ
中
国
の
農

村
合
作
社
制
度
の
歴
史
の
中
で
、
農
村
合
作

社
制
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
区
分
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
特
色
を
有
し
、
ど
の
よ
う
な
変

化
を
遂
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、

各
時
期
区
分
に
は
各
種
の
合
作
社
が
存
在
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
に
は
何
ら

か
の
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
変
化
の
過
程
で
、
結
局
、
現
在
の

農
村
合
作
社
制
度
は
ど
の
よ
う
な
特
色
を
有

す
る
こ
と
と
な
り
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持

っ
て
中
国
農
村
合
作
社
制
度
に
関
す
る
分
析

を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 

2
　
民
国
期
の
 

　
　
農
村
合
作
社
制
度
 

 
こ
こ
で
の
民
国
期
に
は
第
１
図
の
日
中
戦

争
・
第
3
次
国
共
内
戦
期
を
含
め
る
こ
と
と

す
る
。
 

民
国
期
中
国
に
導
入
さ
れ
た
農
村
合
作
社

制
度
は
、
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
型
の
合
作
社
制

度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン

の
信
用
組
合
に
準
じ
た
模
範
定
款
を
作
成
し

て
中
国
へ
の
合
作
社
制
度
の
導
入
を
図
っ
た

華
洋
義
賑
会
が
中
国
農
村
合
作
社
制
度
の
導

入
・
普
及
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、

ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
型
組
合
の
考
え
方
が
、
無

資
力
な
貧
困
農
民
を
救
済
す
る
と
い
う
中
国

農
村
で
の
要
請
に
合
致
し
て
い
た
こ
と
等
の

理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 

民
国
期
に
お
い
て
は
、
合
作
社
制
度
の
あ

り
方
に
関
す
る
制
度
論
的
議
論
は
ほ
と
ん
ど

な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
合
作
社
制
度
は
実
態

と
し
て
責
任
制
を
中
心
に
大
き
く
変
化
し
た
。

当
初
は
、
無
限
連
帯
責
任
制
を
基
礎
と
し
て

組
合
員
に
信
用
貸
付
を
行
う
と
い
う
ラ
イ
フ

資料：筆者作成． 
注．　　　は組織の発展的継承を示す． 
　　　　　は組織が部分的に引き継がれていることを示す． 
　　　　　は組織の継続を示す． 

高級合作社 

民国期 
（1919～1936） 

日中戦争・第３ 
次国共内戦期 
（1937～1948） 

土地改革・農業 
合作化期 
（1949～1957） 

（日本軍占領地区） （国民党政府管轄地区） （中共解放区） 

互助組（常年組） 

人民公社期 
（1958～1977） 

改革開放期 
（1978～現在） 

第1図　中国農村合作社の変遷 

人民公社（安定期） 
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合
作
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農
村
信
用
社 
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ァ
イ
ゼ
ン
原
則
に
基
づ
い
て
農
村
合
作
社
の

設
立
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
1
9
3
0
年

代
に
な
っ
て
商
業
銀
行
が
農
村
貸
付
を
急
速

に
拡
大
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
合
作
社
制

度
が
変
化
す
る
。
 

中
国
で
は
、
大
恐
慌
の
後
、
1
9
3
2
年

に
地
産
、
建
物
、
公
債
等
が
暴
落
し
、
大
き

な
遊
休
資
金
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
商
業

銀
行
は
農
村
貸
付
を
活
発
化
さ
せ
る
。
第
１

表
に
示
す
と
お
り
、
と
り
わ
け
1
9
3
3
年

か
ら
3
4
年
に
か
け
て
は
農
村
貸
付
が
急
増

し
た
。
商
業
銀
行
は
、
農
民
が
生
産
す
る
農

産
物
を
担
保
と
し
、
合
作
社
を
通
じ
て
農
民

に
短
期
貸
付
を
行
っ
た
。
 

こ
の
た
め
、
合
作
社
の
責
任
制
は
実
質
的

に
個
々
の
組
合
員
の
担
保
に
よ
る
有
限
責
任

制
へ
と
移
行
し
、
担
保
貸
付
が
一
般
的
な
形

態
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
責
任
制
の

変
化
を
通
じ
て
、
民
国
期
農
村
合
作
社
の
実

態
は
、
小
地
区
制
等
の
他
の
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ

ン
原
則
と
も
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
合
作
社
制
度
は
実

態
と
し
て
大
き
く
変
化
し
た
が
、
農
民
と
合

作
社
と
の
関
係
の
本
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

合
作
社
は
農
民
に
と
っ
て
、
無
限
責
任
制
ま

た
は
有
限
責
任
制
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的

に
借
金
の
機
会
を
得
る
た
め
に
必
要
な
組
織

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
合
作
社
制
度

の
趣
旨
は
十
分
に
理
解
さ
れ
ず
、
農
民
の
自

主
的
組
織
と
し
て
農
村
に
定
着
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
 

日
中
戦
争
・
国
共
内
戦
期
で
は
、
国
民
党

政
府
管
轄
地
区
、
日
本
軍
占
領
地
区
お
よ
び

中
国
共
産
党
解
放
区
の
３
地
区
で
異
な
る
合

作
社
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。
 

国
民
党
政
府
管
轄
地
区
で
は
、
政
策
的
金

融
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
う
県
合
作
金
庫

か
ら
の
信
用
貸
付
に
よ
り
、
無
限
責
任
制
の

農
村
信
用
社
が
各
地
に
設
立
さ
れ
た
。
し
た

が
っ
て
、
国
民
党
政
府
管
轄
地
区
の
農
村
合

作
社
で
は
、
再
び
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
原
則
に

回
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
農
民
に
と
っ

て
合
作
社
は
借
金
の
機
会
を
得
る
た
め
の
組

織
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
農
民
と
合
作
社
と
の

実
質
的
関
係
は
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 

日
本
軍
占
領
地
区
で
は
県
合
作
社
連
合
会

が
合
作
事
業
の
中
心
と
な
り
、
単
位
合
作
社

は
県
合
作
社
連
合
会
の
下
部
組
織
と
し
て
組

み
込
ま
れ
た
。
国
民
党
政
府
管
轄
地
区
と
は

異
な
り
、
県
合
作
社
連
合
会
は
、
販
売
事
業

お
よ
び
購
買
事
業
を
重
点
的
に
実
施
し
、
物

資
の
生
産
・
流
通
を
独
占
的
に
実
施
す
る
指

導
・
統
制
組
織
と
し
て
の
性
格
を
強
く
有
し

て
い
た
。
た
だ
し
、
農
民
と
合
作
社
と
の
関

係
が
希
薄
な
ま
ま
に
と
ど
ま
り
、
農
村
に
根

付
か
な
か
っ
た
こ
と
は
国
民
党
政
府
管
轄
地

区
と
同
様
で
あ
る
。
 

中
共
解
放
区
で
は
、
土
地
改
革
を
基
礎
と

し
て
、
労
働
互
助
社
の
設
立
等
に
よ
る
合
作

社
政
策
が
進
め
ら
れ
た
。
労
働
互
助
社
は
、

農
具
や
労
働
の
共
同
利
用
を
通
じ
て
生
産
過

程
の
共
同
化
を
図
る
農
業
生
産
組
織
で
あ
る
。

労
働
互
助
社
等
に
よ
る
農
村
労
働
力
の
組
織

化
は
、
最
終
的
に
人
民
公
社
へ
と
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
中
共
に
よ
る
中
国
農
村
合
作

化
の
第
１
歩
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
当
時
の
各
解
放
区
は
分
散
し
て
政
権
的

に
も
不
安
定
で
あ
り
、
労
働
互
助
社
ま
た
は

供
銷
合
作
社
に
お
い
て
も
確
た
る
合
作
社
制

度
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
し
た

が
っ
て
、
中
共
解
放
区
に
お
け
る
合
作
社
制

度
が
そ
の
ま
ま
新
中
国
成
立
後
に
引
き
継
が

れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
 

 3
　
土
地
改
革
・
農
業
合
作
化
期
 

　
　
の
農
村
合
作
社
制
度
 

 
新
中
国
成
立
後
に
は
民
国
期
ま
た
は
日
中

戦
争
・
国
共
内
戦
期
の
合
作
社
制
度
が
基
本

的
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
中
共
政
府

に
よ
る
新
た
な
農
村
合
作
社
政
策
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。
 

新
中
国
成
立
直
後
の
合
作
社
制
度
の
基
本

的
枠
組
は
1
9
4
9
年
9
月
の
「
中
国
政
治

協
商
会
議
共
同
綱
領
」
で
与
え
ら
れ
る
。

1
9
5
0
年
の
劉
少
奇
の
合
作
社
法
草
案
も

同
綱
領
の
考
え
方
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
こ
で
は
、
農
民
の
私
有
制
に
基
づ
く

個
体
経
済
を
前
提
に
し
て
供
銷
合
作
社
ま
た

は
農
村
信
用
社
の
設
立
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
 

供
銷
合
作
社
ま
た
は
農
村
信
用
社
は
、
国

家
経
済
を
代
表
し
て
、
ま
た
は
国
家
経
済
と

農
民
経
済
と
の
橋
梁
と
し
て
農
民
経
済
を
指

導
す
る
と
い
う
指
導
的
地
位
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
主
た
る
役
割
は
、

①
私
営
商
人
ま
た
は
高
利
貸
の
農
民
経
済
へ

の
関
与
の
制
限
、
②
農
村
互
助
合
作
組
織
の

支
援
の
２
点
で
あ
っ
た
。
農
民
の
個
別
経
済

を
基
礎
と
し
た
制
度
的
枠
組
の
中
で
、
当
初

は
前
者
の
役
割
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
互

助
組
ま
た
は
農
業
生
産
合
作
社
の
設
立
お
よ

び
農
村
流
通
の
社
会
主
義
改
造
の
進
展
に
伴

い
、
こ
う
し
た
事
情
が
変
化
す
る
。 

初
級
合
作
社
が
設
立
さ
れ
、
農
業
経
営
主

体
が
農
家
か
ら
農
民
集
団
（
初
級
合
作
社
）

と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
民
の
個
別
経
済

を
基
礎
と
す
る
制
度
的
枠
組
が
消
失
し
、
合

作
社
制
度
は
農
業
生
産
の
集
団
化
を
基
礎
と

す
る
新
た
な
枠
組
へ
と
移
行
す
る
。
第
2
図

は
、
北
京
市
海
淀
区
西
山
地
区
の
事
例
を
も

と
に
、
農
民
の
集
団
経
済
を
基
礎
と
し
た
合

作
社
制
度
の
枠
組
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

農
業
経
営
は
初
級
合
作
社
に
よ
っ
て
統
一
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
供
銷
合

作
社
ま
た
は
農
村
信
用
社
に
は
農
民
の
個
別

経
営
を
前
提
と
す
る
農
業
共
同
化
機
能
は
必

要
と
さ
れ
ず
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
、
国
家
の

経
済
計
画
に
即
し
つ
つ
、
農
民
集
団
（
初
級

合
作
社
）
経
済
を
指
導
し
、
支
援
す
る
こ
と

が
供
銷
合
作
社
ま
た
は
農
村
信
用
社
の
重
要

な
役
割
と
さ
れ
る
。
 

単位：USドル 

第1表　各銀行の農村貸付額 

銀行名 

計 

1933年 1934年 

資料：呉承禧著、東亜研究所第三部訳（1940） 
『支那近代銀行ノ農業金融ニ関スル研究』 
東亜研究所p.18～19から作成． 

注．その他は、金城、交通、大陸等の各銀行． 
 

江蘇省農民銀行 
中国農工銀行 
浙江省各県農民銀行 
上海商業儲蓄銀行 
中国銀行 
その他 

2,627,484 
267,420 
584,210 
1,022,597 
622,000 
1,000,000 
6,123,711

7,526,872 
388,658 
788,703 
4,441,553 
3,100,000 
2,540,434 
18,786,220
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初
級
合
作
社
が
高
級
合
作
社
と
な
っ
て
も
、

農
民
集
団
経
済
を
基
礎
と
し
て
供
銷
合
作
社

ま
た
は
農
村
信
用
社
が
こ
れ
を
指
導
・
支
援

す
る
と
い
う
制
度
的
枠
組
は
維
持
さ
れ
る
が
、

郷
を
区
域
と
す
る
よ
う
な
高
級
合
作
社
が
設

立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
高
級
合
作
社
、
基

層
供
銷
社
、
農
村
信
用
社
の
区
域
が
お
お
む

ね
一
致
す
る
こ
と
と
な
り
、
郷
政
府
・
党
委

と
こ
れ
ら
３
社
と
の
関
係
の
緊
密
化
お
よ
び

党
委
に
よ
る
統
一
的
指
導
の
強
化
が
進
ん
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
政
社
合
一
の
人
民

公
社
制
度
を
準
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

 4
　
人
民
公
社
期
の
 

　
　
農
村
合
作
社
制
度
 

 
工
農
商
学
兵
に
関
す
る
事
業
を
統
一
的
に

実
施
す
る
政
社
合
一
の
人
民
公
社
の
出
現
に

よ
っ
て
、
農
村
合
作
社
制
度
に
お
け
る
供
銷

合
作
社
ま
た
は
農
村
信
用
社
の
位
置
付
け
は

大
き
く
変
化
し
た
。
人
民
公
社
は
国
家
行
政

機
構
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
有
し
て
い
た
た

め
、
土
地
改
革
・
農
業
合
作
化
期
に
前
提
と

さ
れ
て
い
た
供
銷
合
作
社
ま
た
は
農
村
信
用

社
の
農
民
集
団
経
済
に
対
す
る
指
導
的
地
位

は
必
然
的
に
消
失
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

供
銷
合
作
社
お
よ
び
農
村
信
用
社
は
そ
れ

ぞ
れ
公
社
供
銷
部
お
よ
び
公
社
信
用
部
と
し

て
人
民
公
社
の
内
部
組
織
に
取
り
込
ま
れ
、

公
社
党
委
に
よ
る
人
民
公
社
を
通
じ
た
農
村

指
導
体
制
が
確
立
す
る
。
人
民
公
社
組
織
と

党
組
織
と
の
関
係
は
第
3
図
に
示
し
た
と
お

り
で
あ
る
。
 

人
民
公
社
は
実
質
的
に
地
域
自
給
経
済
組

織
と
し
て
運
用
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
公
社

供
銷
部
ま
た
は
公
社
信
用
部
を
通
じ
た
国
家

経
済
と
農
民
集
団
経
済
と
の
関
係
は
大
き
く

縮
小
し
、
特
に
金
融
面
で
の
関
係
は
極
め
て

希
薄
な
も
の
と
な
っ
た
。
ソ
連
の
コ
ル
ホ
ー

ズ
で
は
国
家
経
済
が
農
民
集
団
経
済
と
の
流

通
面
や
金
融
面
で
の
経
済
的
接
点
を
通
じ
て

農
民
集
団
経
済
を
指
導
す
る
と
い
う
体
制
が

と
ら
れ
て
お
り
、
中
国
で
も
農
業
合
作
化
期

ま
で
は
こ
う
し
た
考
え
方
が
基
本
的
に
継
承

さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
民
公
社
で
は

こ
う
し
た
考
え
方
は
と
ら
れ
ず
、
公
社
党
委

の
人
民
公
社
に
対
す
る
統
一
的
指
導
を
基
礎

に
し
て
、
党
に
お
け
る
中
央
・
地
方
の
指
導

関
係
が
重
視
さ
れ
た
中
国
独
自
の
体
制
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
 

初
期
公
社
の
経
済
的
非
効
率
性
等
が
明
ら

か
と
な
っ
て
人
民
公
社
の
改
組
が
行
わ
れ
、

安
定
期
公
社
に
移
行
す
る
と
、
基
本
採
算
単

位
は
生
産
隊
と
さ
れ
、
供
銷
合
作
社
ま
た
は

農
村
信
用
社
も

人
民
公
社
か
ら

分
離
独
立
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

実
態
と
し
て
１

人
民
公
社
に
１

供
銷
合
作
社
お

よ
び
１
農
村
信

用
社
が
配
置
さ

れ
、
党
委
が
供

銷
合
作
社
お
よ

び
農
村
信
用
社

を
含
め
て
指
導

を
行
う
と
い
う

人
民
公
社
制
度

の
基
本
的
枠
組
は
維
持
さ
れ
た
。
 

安
定
期
公
社
の
期
間
に
お
い
て
、
生
産
隊
、

供
銷
合
作
社
お
よ
び
農
村
信
用
社
に
は
相
互

に
優
越
的
な
関
係
は
な
か
っ
た
が
、
相
互
の

経
済
的
関
係
も
希
薄
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
時
期
は
文
革
等
の
政
治
的
動
乱
に
よ
っ

て
、
供
銷
合
作
社
ま
た
は
農
村
信
用
社
の
組

織
運
営
は
混
乱
し
、
全
体
と
し
て
指
導
す
べ

き
党
委
自
体
の
指
導
力
も
低
下
し
て
い
た
。

農
村
合
作
社
制
度
を
改
革
し
、
農
村
経
済
の

回
復
を
図
る
こ
と
は
緊
要
の
課
題
と
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
 

 5
　
改
革
開
放
期
の
 

　
　
農
村
合
作
社
制
度
 

 
改
革
開
放
政
策
の
開
始
と
と
も
に
、
中
国

農
村
で
は
農
業
生
産
請
負
制
が
急
速
に
進
展

し
て
い
く
が
、
そ
う
し
た
中
で
、
供
銷
合
作

社
お
よ
び
農
村
信
用
社
に
つ
い
て
は
、
人
民

公
社
期
に
混
乱
し
て
い
た
業
務
の
正
常
化
が

図
ら
れ
、
同
時
に
制
度
改
革
の
あ
り
方
が
検

討
さ
れ
る
。
 

農
村
合
作
社
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
は
、

1
9
8
2
年
1
号
文
件
、
1
9
8
3
年
１
号

文
件
等
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
う
し

た
検
討
経
緯
を
踏
ま
え
、
改
革
開
放
期
に
お

け
る
農
村
合
作
社
の
主
要
な
形
態
で
あ
る
社

区
経
済
組
織
、
供
銷
合
作
社
、
農
村
信
用
社

お
よ
び
専
業
合
作
組
織
の
基
本
的
考
え
方
を

整
理
し
て
規
定
し
た
も
の
が
1
9
8
4
年
１

号
文
件
で
あ
っ
た
。
 

同
文
件
で
は
、
社
区
経
済
組
織
は
農
家
請

負
経
営
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
農
家
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の
農
業
生
産
活
動
の
条
件
等
を
整
備
す
る
公

的
組
織
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
供
銷
合
作

社
お
よ
び
農
村
信
用
社
は
組
織
改
革
を
通
じ

て
そ
れ
ぞ
れ
農
家
の
協
同
組
合
と
し
て
農
村

で
の
商
品
流
通
お
よ
び
金
融
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
、
専
業
合
作
組
織
は
非
地

区
制
の
柔
軟
な
組
織
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
。
 

同
文
件
は
、
ま
た
、
特
定
の
合
作
組
織
に

従
前
の
よ
う
な
国
家
権
力
を
背
景
と
し
た
優

越
的
・
指
導
的
地
位
を
与
え
て
お
ら
ず
、
市

場
に
お
け
る
経
済
主
体
と
し
て
は
合
作
組
織

も
農
家
や
他
の
経
済
主
体
と
対
等
の
扱
い
と

し
、
か
つ
て
の
社
会
主
義
計
画
経
済
を
前
提

と
し
た
制
度
的
枠
組
か
ら
市
場
経
済
を
主
体

と
す
る
制
度
的
枠
組
へ
と
合
作
社
制
度
が
移

行
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
 

な
お
、
改
革
開
放
後
、
農
村
に
お
け
る
党

組
織
の
整
理
・
回
復
が
進
め
ら
れ
る
が
、
郷

党
委
は
か
つ
て
の
よ
う
に
農
村
合
作
組
織
の

一
元
的
指
導
は
行
わ
ず
、
党
政
社
分
離
の
方

針
の
下
に
、
思
想
政
治
を
中
心
と
す
る
指
導

業
務
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
改
革
開
放
後
は
、
農
家
請

負
経
営
の
普
及
に
よ
る
多
数
の
農
家
経
営
の

存
在
、
農
村
で
の
商
品
生
産
の
発
展
と
い
う

新
た
な
情
勢
に
対
応
し
て
合
作
社
制
度
の
改

革
が
試
み
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
供
銷
合
作

社
に
つ
い
て
は
農
産
物
流
通
の
自
由
化
と
と

も
に
農
民
の
供
銷
合
作
社
離
れ
が
進
行
す
る

な
ど
、
合
作
社
制
度
の
改
革
は
現
実
に
は
思

う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。
 

こ
の
た
め
、
市
場
化
に
対
応
し
た
農
家
の

共
同
行
為
や
農
家
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
適

切
に
行
う
こ
と
が
農
業
生
産
の
発
展
の
た
め

に
は
必
要
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農

業
社
会
化
服
務
体
系
の
建
設
の
必
要
性
が
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
 

そ
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
組
織
が
農
業
社

会
化
服
務
を
担
う
の
が
適
当
か
と
い
う
議
論

が
合
作
社
制
度
の
あ
り
方
を
含
め
て
盛
ん
に

行
わ
れ
、
日
本
の
農
協
制
度
を
参
考
に
し
て

組
織
の
あ
り
方
を
論
ず
る
も
の
、
供
銷
合
作

社
が
中
心
的
地
位
を
占
め
る
べ
き
だ
と
い
う

も
の
、
多
種
の
組
織
が
発
展
し
て
全
体
と
し

て
農
業
社
会
化
服
務
を
担
う
べ
き
だ
と
い
う

も
の
等
の
多
く
の
主
張
が
な
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
農
業
社
会
化
服
務
を
担
う
組
織
の
あ
り

方
は
現
在
で
も
結
論
は
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
供
銷
合
作
社
お
よ
び
農
村
信
用
社
の

協
同
組
合
化
に
向
け
た
改
革
、
整
備
は
十
分

に
進
展
し
な
か
っ
た
。
 

 6
　
中
国
農
村
合
作
社
制
度
の
 

　
　
今
後
の
課
題
 

 
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
専
業
合
作
組
織

が
市
場
化
に
対
応
し
た
今
後
の
中
国
農
村
に

お
け
る
新
た
な
合
作
社
組
織
と
し
て
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
2
0
0
6
年
10
月
に
農

民
専
業
合
作
社
法
が
制
定
さ
れ
た
。
 

専
業
合
作
社
は
農
家
請
負
制
度
に
基
づ
く

農
家
経
営
を
基
礎
と
し
て
、
主
と
し
て
作
物

の
種
類
ご
と
に
設
立
さ
れ
る
専
門
分
野
の
組

合
で
あ
り
、
供
銷
合
作
社
、
農
村
信
用
社
等

の
支
援
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
信
用
事
業
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
農
民

専
業
合
作
社
法
に
お
い
て
は
、
社
区
経
済
組

織
、
供
銷
合
作
社
お
よ
び
農
村
信
用
社
に
関

す
る
既
存
の
組
織
・
制
度
を
維
持
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の
組
織

か
ら
の
協
力
を
得
つ
つ
、
農
家
請
負
経
営
を

基
礎
と
し
て
専
門
的
な
組
合
の
普
及
を
図
る

こ
と
が
農
村
合
作
社
組
織
化
の
方
向
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
図
示
す
れ

ば
、
第
4
図
の
と
お
り
と
な
る
。
専
業
合
作

社
育
成
の
主
た
る
目
標
は
、
農
村
に
お
い
て

新
規
作
物
や
農
産
物
加
工
事
業
を
導
入
し
、

市
場
経
済
化
へ
の
対
応
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
の
専
業
合
作
社

は
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
農
産
物
販
売
等
の

経
済
行
為
を
行
う
こ
と
が
少
な
く
、
一
般
的

に
財
務
・
経
営
基
盤
は
脆
弱
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
今
後
、
経
済
行
為
の
実
施
等
を
通
じ

て
、
自
立
し
た
経
済
主
体
と
し
て
発
展
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
専
業
合
作
社
の
組
織
的
発
展
の
た

め
に
は
、
連
合
組
織
の
設
立
も
必
要
と
さ
れ

よ
う
が
、
農
民
専
業
合
作
社
法
で
は
連
合
組

織
の
設
立
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
連
合
組

織
の
設
立
は
、
当
該
分
野
の
専
業
合
作
社
の

地
域
的
さ
ら
に
は
全
国
的
な
発
展
や
質
的
向

上
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を

否
定
す
る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
専
業
合

作
社
の
今
後
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
は
、

農
民
専
業
合
作
社
法
を
改
正
し
、
連
合
組
織

に
よ
る
発
展
の
方
向
も
追
求
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
。
 

 7
　
お
わ
り
に
 

 
以
上
の
と
お
り
、
本
稿
で
は
中
国
農
村
合

作
社
制
度
を
通
史
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
時
期
区
分
に
お
け
る
各
種
合
作
社
の

相
互
関
係
の
変
化
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

中
国
農
村
合
作
社
制
度
の
独
自
性
ま
た
は
特

色
を
明
ら
か
に
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
の
分
析
は
も
と

よ
り
限
ら
れ
た
資
料
、
現
地
調
査
等
を
基
に

し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
性
の
検
証

等
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
継
続
的
な
取
組
が

必
要
と
さ
れ
る
。
 

ま
た
、
農
村
合
作
社
制
度
は
今
後
の
中
国

農
村
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
重
要
な
要
素
で

あ
る
の
で
、
今
後
と
も
専
業
合
作
社
の
発
展

状
況
を
は
じ
め
、
そ
の
的
確
な
動
向
の
把
握

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

第4図　中国の農村合作組織の関係（模式図） 
資料：筆者作成． 
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